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鳥獣保護管理法や水産資源保護法，北海道内水面漁業調整規則に係る所
要の捕獲・採捕等の許可を得ているか?

所属機関より「動物実験計画書」の承認を受けているか?
成果の公表に際して，動物実験計画書の審査・承認が受理の条件とされている場合もありますので
ご注意ください。

□ はい

動物への介入は不可欠で代替の方法はないか?

介入する動物の数は，目的を達成するために必要最小の数か?

介入に際して，可能な限り動物にストレスや苦痛を与えない方法を採用している
か?
捕殺に際して，可能な限り動物に恐怖や苦痛を与えることなく，適切な方法で迅
速に致死させることができるか?（捕殺を行う場合のみお答えください。）

人と動物との共通感染症に関する十分な情報の収集を行い，必要な対策措置
を講じているか?

飼養または保管を伴うか?

□ はい □ いいえ

東京大学北海道演習林における野生動物に係る調査に関する確認票

□

許可を受けた場合には，許可証の写しを提出してください。

全ての調査実施者は所属機関において「動物実験講習会」を受講しているか?

動物愛護法をはじめとする国内外の関連法令や基準を遵守しているか?

森林管理業務に伴って実施するものか?
　例）野鼠発生予察，野鼠防除，有害獣駆除

※「いいえ」の場合のみ以下へ。

人による動物への介入（捕獲，標識の装着，採血等）を伴うか?
　（巣箱やセンサーカメラの設置，投光器の照射等は介入に当りません）

※「はい」の場合のみ以下へ。

致死的な調査か?

哺乳類，鳥類または爬虫類に属する動物が対象か?

野生動物の生命の尊厳と最大限のQOL（Quality of Life，生活の質）に配慮した
計画となっているか?
対象動物の生理・生態・習性等および周辺環境に十分配慮し，対象動物および
生態系に及ぼす影響を最小限に止めているか?

※□はドロップダウンリストに
なっています。
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